	実技課題「CADによる図面作成」実施要領


１．実技課題概要

内容：木造住宅における矩計図の作成（トレース作業）及び印刷作業
建築製図通則（JIS）等の理解度、図面の表現力及びCADソフトの操作技術について評価する。

２．作業時間

標準時間　　　150分（2時間30分）

打ち切り時間　210分（3時間30分）
個別の休憩（トイレ休憩等）は、課題時間に含むものとするが、

昼食時間等の長い休憩時間については、作業時間から除外することとする。
３．準備事項（パソコン等の仕様）
（１）　使用するCADソフトは、任意とする。
なお、CADソフトは、バージョンを統一しておくことが望ましい。

（２）　試験開始前に10分程度を上限に、線種スタイルや印刷スタイル等の環境設定を行う時間を確保すること。ただし、特に設定の必要がないCADソフトを使用する場合を除く。
（３）　印刷機器（プリンタまたはプロッタ）が利用できる環境を整備しておくこと。

（４）　課題は、トレース（写図）にて行うため、トレース用元図を配布すること。

４．注意事項（受検者に対する説明事項）
（１）　作業時間（標準時間と打ち切り時間）が設定されていること。

（２）　図面が完成したら、必ず印刷を行い、印刷物を提出すること。
（３）　図面縮尺は、1：50とすること。ただし、ＪＷ－ＣＡＤのように、異縮尺の図面を容易に混在させることが可能なCADソフトを利用している場合、用紙枠の縮尺を1：1と設定すること等は行ってもよいものとする。
（４）　図面枠の作成に当たり、印刷時における用紙余白を上下左右とも10mmとすること。また、印刷時に表題の高さは10mmとし、表題における各項目を記入するための区切り線の位置は、任意とする。
なお、表題には「日付」、「縮尺」及び「氏名」を必ず記入し、その文字の大きさは、印刷時に3～5mm程度となるように設定すること。
（５）　線は、極太線・太線・細線の3種類を使い分けること。

（６）　図面中の文字の大きさは、印刷時に2mm～3mmになるように記入すること。
なお、書体（フォント）は、任意とする。

（７）　レイヤ（画層）の使用は任意とし、採点対象にしないこと。

（８）　テキスト等を見ながら作業しても差し支えないが、作業中に他の者と相談することは禁止とすること。
